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令和７年度第２回豊山町生涯学習推進審議会 議事録 

 

１ 開催日時 

令和８年３月２３日（月） 午後２時～午後３時４０分 

 

２ 開催場所 

豊山町役場 ３階 会議室３・４ 

 

３ 出席者 

（１）豊山町生涯学習推進審議会委員 ８名 

学識経験者 前田 治 （会長） 

学識経験者 堀田 裕子 （副会長） 

教育関係者 岡 泰宏  

教育関係者 高山 誠  

教育関係者 太田 真理子  

関係町民団体代表者 永末 猛  

関係町民団体代表者 柴田 里子  

ボランティア代表者 縄田 敦子  

（２）事務局 １１名 

副町長 安藤 敏毅  

教育長 伊藤 圭樹  

教育委員会事務局長 小塚 和宣  

教育参事 山中 洋子  

生涯学習課長 青井 宏司  

教育専門員 渡邉 亘宏  

生涯学習課社会教育センター館長 安藤 友佳  

生涯学習課社会教育センター主任 下村 雄太  

生涯学習課生涯学習グループ長 大下 収悟  

生涯学習課生涯学習グループ主任 今井 栄佑  

生涯学習課生涯学習グループ主任 竹中 郁奈美  

 

４ 議題 

（１）議題 

【諮問事項】豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について 

（２）報告 

部活動の地域展開について 
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５ 会議資料 

 ・ 豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について 

 ・ 部活動地域展開スケジュール ※掲載省略 

 ・ 豊山町部活動地域展開ロードマップ ※掲載省略 

 ・ 豊山中学校部活動の地域展開に向けたアンケート結果（抜粋） 

 ・ 諮問書 

 ・ 答申書（案） 

 ・ 豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）（案） ※掲載省略 

 ・ 豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）（案）（別冊）アンケート調査 

資料編 ※掲載省略 

 

６ 議事内容 

事務局長 はじめに、副町長の安藤敏毅よりご挨拶申し上げます。 

副町長 ＜あいさつ・退席＞ 

事務局長 次に、本町では「議事録等の作成に関する指針」により、
審議会等の議事録はホームページに掲載させていただきま
す。議事録は､発言者名をふせ要点筆記で作成したものに署
名をいただき、掲載をすることになります。 
後ほど、会長から議事録署名委員が指名されますので、

会長と委員の２名で、議事録の内容を確認していただきま

す。 
それでは議題に入らせていただきます。 
本日の会議は委員１４名中８名の出席をいただいてお

り、委員の半数以上が出席しておりますので、豊山町生涯
学習推進審議会条例の規定により会議は成立しておりま
す。 
議題につきましては、同条例の規定により、会長の取り

回しでお願いします。 
なお、議題等の説明につきましては、議事を円滑に進行

させるため、着座にて行いますので、あらかじめご了承い
ただきますようお願いします。 
それでは、会長よろしくお願いします。 

会長 議題に入ります前に、議事録署名委員の指名ですが、永
末猛委員を指名しますのでよろしくお願いいたします。 
それでは、次第２の議題「【諮問事項】豊山町子ども読書

活動推進計画（第４次）について」、事務局より説明を願い
ます。 

事務局 ＜資料１に基づき説明＞ 

会長 計画策定にあたってのところから読書活動の現状、それ
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から課題については、前回、皆さんにもいろいろな話を聞

かせていただきましたので、皆さんご承知というふうに思

っています。 

主に第４次の基本方針のところでご意見や、こういう表

現の方が良い、などがありましたら、おっしゃっていただ

ければと思います。 

委員  内容に関しては事前に資料をいただいて、前回審議した

内容が反映されているので大幅な変更点というのはないと

思います。 

ご質問の内容とは少し逸れるのですが、第４次の計画は

アンケートをもとに進めたという部分で内容とは別に、今

後、こういった計画を策定する際のことも踏まえて、アン

ケートの回答率が３８％というのは非常に低い。 

生涯学習課がこれだけの資料を作成するには、すごく高

い能力が必要な作業になるので、これをもっと生かすので

あれば、アンケートの回答率をもっと上げると、さらに素

晴らしいものができると思います。特に小中学校は、朝の

ちょっとした時間にアンケートを共有していただくこと

で、回答率は８割以上になるのではないでしょうか。８割

の確かなアンケートがあれば、生涯学習課が作っていただ

く資料は精度が上がりますので、もっといい計画が立てら

れると思います。アンケートの部分は、小中学校とうまく

連携がとれると、もっと素晴らしい内容になると思いま

す。 

会長 資料１の３ページ、住民用アンケートの全体の回答率３

８％という結果をご指摘いただいたと思いますが、これに

対して事務局から今後、アンケートの回答率を上げていく

ためには何か考えていることはありますか。 

事務局 今回、回答率が低かった要因として、ＱＲコードにより

家庭でアンケートを回答してもらったことと、７月末とい

う夏休みに入ってしまったタイミングでアンケートをお願

いしてしまったということが挙げられるのではないかと考

えています。 

今回に関しては、事務局内で前回のアンケートから内容

を大きく変えて刷新して作っていたので、そこで時間がか

かってしまいました。今回、一つベースが出来上がりまし
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たので、次回に関しては今回作った質問をベースにして、

夏休みより前に依頼ができればもう少し回答率が上がるの

ではないかと思います。また、学校に直接依頼をすること

も回答率が上がる要因にはなりますので、それを行ってい

きたいと思っています。 

会長  改善の余地があるということで、時期だとか、学校に直

接頼むだとか、そういうような形で今後はこういう機会が

あったら進めていただきたいと思います。他に何かご指摘

のところはありますでしょうか。 

委員 町民に対してはこういう計画はどのような広報の仕方を

するのですか。 

事務局 策定した計画につきましては、ホームページに掲載して

周知するという手段を検討しています。前回の第３次計画

も同じ形でしたので、それを踏襲する形になると思います。 

今回、策定に当たっては、パブリックコメントで一度正

式に公表してご意見を募りましたので、そこで町民の皆さ

まにも確認していただく機会はありました。 

会長 他、何かご意見、ご質問等ありますでしょうか。皆さんよ

ろしいでしょうか。 

この議題について、皆さん意見が若干ありましたけど、

この豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）の案は、適当

と認めてよろしいでしょうか。承認いただける方は、拍手

でお願いしたいと思います。 

委員 ＜拍手＞ 

会長 ありがとうございます。 

全員の拍手により豊山町子ども読書活動推進計画（第４

次）は、適当と認められましたのでご報告申し上げます。 

ありがとうございました。 

なお、答申文については、これを踏まえてという形で私

の方に一任していただければ、そのような形で答申いたし

ますがよろしいでしょうか。 

委員 ＜拍手＞ 

会長 ありがとうございます。 

それでは今から、事務局に答申文を朗読していただきま

すので、皆さんよくお聞きください。よろしくお願いいた

します。 



第２号様式（第３関係） 

５ 

 

事務局 ＜答申文朗読＞ 

会長 この答申文でいきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

それではこれから答申を、副町長に提出したいと思いま

す。 

教育長 第３次の読書計画の状況については、月１回校長会議を

開催させていただいているものですから、そこでも不読率

のことについて状況報告をさせていただいたところでござ

います。 

あわせて４月以降のこの第４次についても、学校現場で

ご協力いただくことも多々あるものですから、小中学校の

校長先生を通じて、お願いしようと思っております。 

副町長 ＜再入室＞ 

事務局長 ここで、会長から副町長へ答申書をお渡しします。 

会長 ＜答申書読み上げ＞ 

豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について答申

いたします。 

令和７年２月２８日付け６豊教生第５３６号で諮問のあ

りました事項について、内容を審議した結果、別紙の豊山

町子ども読書推進計画（第４次）を適当と認めましたので

答申いたします。 

事務局長 ありがとうございました。 

それでは副町長の安藤よりご挨拶を申し上げます。 

副町長 ＜あいさつ＞ 

事務局長 ありがとうございました。 

副町長は他の公務がございますので、ここで退席します。 

副町長 ＜退席＞ 

会長 続きまして、議題２に移りたいと思います。「部活動の地

域展開について」、事務局より説明を願います。 

事務局 ＜資料２に基づき説明＞ 

会長  ただいま事務局から説明がありましたが、ちょっと整理

をしたいと思います。地域展開がどのように進んでいき、

令和１３年度に完全に完了するというスケジュールで進ん

でいるということをまずご承知おきください。 

次にロードマップがあります。 

それからアンケートの結果から、特に教職員の働き方改
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革も視野に入れながらどのような形で制度が何を望んでい

るのか。それに見合った形で令和８年度にいろいろ改革実

行のための予備的なものを行っていく、そういうような流

れだったと思います。 

豊山町の特徴として、一つの中学校であるということが

挙げられ、非常に特徴的な地域展開になっていくというふ

うに思っています。 

それでは、今、事務局から提案されたことについて、ご質

問、ご意見がありましたらよろしくお願いします。 

委員 スケジュールが今回展開されたので、まず私から一点申

し上げたいのが、令和５年度から改革のお話をしているの

が、また令和１３年度まで。国の指針で何年までの何年計

画というのは確かに出ているとは思います。 

ここは委員というよりは一保護者から言うと、何年か移

行期間ができます。国の指針であれ、行政として独自の判

断でされる市町村は結構あると思います。 

一般的に考えたときに、場所もありますから、誰が管理

して、誰がやるのかということを決めるときに、予算があ

ってのことだと思うので、本来それは町長さんとか、町議

会議員さんで仕組みを変えていただくようなことをしてい

かないとすごく時間がかかってしまうというのが印象で

す。豊山町は独自の判断で、少子化だからこそ子育てに手

厚いものを考えていくべきなのではと思います。民間、実

際の子どもたちの感覚だと、もっと早くやってあげた方が

いいと思います。 

事務局では今どこが困っていますか。例えば令和８年の

ここが困っているとか、さっき言った令和１３年までやる

のは長いなと思うとか、お答えいただけると審議会委員の

皆さんも答えやすいと思います。 

事務局 太字で書いてある、今の中学校にある部活動を、なるべ

く地域の方でも見られるようにということで、令和１１年

度まで順次やっていくところですが、サッカー、吹奏楽は、

それぞれ視察し状況を確認させていただいた上で、まずは

やっていける、少し調整をしながら進めていけばいいと思

います。 

卓球、バスケットボールや、バレーボール、ソフトボール
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などは、指導者の方の高齢化も含めて難しいとか、物が壊

れているなどの話を聞いていますので、そういう環境の整

備もしていかないといけないと思いました。 

このような種目の順序を立ててはいるのですが、今後、

状況を確認していく中で、種目を前後することもありなが

らやっていけばいいと思っています。 

委員 視察によって得られた情報で何か有意義なものはありま

すか。 

事務局 サッカー、吹奏楽は今年度から始めさせていただくので

すが、指導者の方自身はある程度イメージをされていると

ころがあったりして、例えば小学生を入れる、そのあとこ

ういう形で中学生を入れるというような、スケジュール感

などもイメージされているところがありました。サッカー

も場所があれば、もっとこういうところでやっていけるの

ではないかというような具体的な前向きなお話もいただき

ました。 

委員 国の指針の期間があるから、そこの中でやればいいとい

うことではなくて、豊山町の子どもたち、移行期間にあた

った子はすごくかわいそうだと思います。 

委員 うちの子は野球部で、今回地区大会で優勝しました。部

活だけでは補えない部分を、スポ少でやっていただいたと

いうこともあります。 

令和１２年度、部活動の休日実施なしという記載を見た

ら、やはり平日の数時間ではできないことをこれだけ長い

時間やっているから、先生もしっかりと監督として試合で

アドバイスもできるし、こうしようという指示もできるの

だけど、今後はどうなのだろうと思います。スポ少でもも

ちろん、いろいろ教えてくださるとは思うのですけど、結

局、試合で指示を出すのは学校の先生になると思うのです。 

優勝を目指したい子どもたちは頑張りたいと思うし、体

調が悪くても部活があるから頑張れるということもあるか

ら、この休日まで全部なしというのは、先生と子どもとの

信頼関係などがどうなるのかなと感じました。 

会長 おっしゃっていることはよくわかります。それに対して

何か事務局の方や、ここに中学校の先生もいますので、何

かそういう点でご発言されたらいいかなと思うのですがど
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うでしょうか。 

委員 今、事務局の方からこの部活動の地域展開スケジュール

によりスタートして、というお話がありました。しかし、こ

れの元は何かというと、教員の働き方改革からスタートし

ているものです。 

今、学校で勤務時間外の在校時間記録を取らせていただ

いていて、令和１１年度までに４５時間以内を１００％、

また、在校時間３０時間以内を目指すという指標も出てお

ります。その中に先生たちの働き方改革の一つとして部活

動改革が取り上げられているものになります。部活動は教

員の本来の業務ではないと思っています。 

ようやく今、教員の働き方改革を進めなくてはいけない

と話がある中の、部活動の地域展開、部活動改革になって

います。今まで休日部活動をやっていた、平日部活動をや

っていたものを来年度から無しにする、これも極端な話に

なります。地域での活動機会の確保についても、進めてい

ただかなくてはいけないので、徐々にという段階になって

いくと考えています。 

ですから、令和８年度は月２回の休日は実施しない。そ

の後、段階的にまた休日の回数を減らし、資料には平日の

実施回数が週３回というのがずっと続いておりますけど

も、これも状況を見ながら検討しながら、削減していく方

向も考えられますし、部活動の地域展開のスケジュールに

つきましては、事務局から話のあった形で流れていくのは、

仕方がないことなのかなと思っております。 

今の部活動の休日だとか平日の回数については学校が決

めることですので、もちろん教育委員会の方とも相談しな

がら、こういうふうに進めていきたいということでお話を

させていただいています。 

また、それに対して活動機会の確保については行政の方

で地域の既にある団体に話をしていただいたりして、進め

ていただいているところなので、自分としてはこういう形

で地域展開の方を進めていけたらというふうに思っていま

す。 

ただ、人材の確保だとか、補償だとか場所だとか、道具だ

とか、いろんな課題はあるかと思いますので、それをこの
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試行のところで確認しながら、さらに検討を進めていって

いただけると思っています。 

委員 確かに委員が言われるとおりに教員の方がブラックな時

代があって、それは改革をしないといけないことだと思い

ます。ただ、働き方改革と同じぐらい、それによって部活動

がなくなるということであれば、ここの居場所を考えると

いうことを並行していかないとどうするのかというところ

がこの審議のもとになると思います。 

中学校、教育委員会、生涯学習課という三者三様が集ま

って話をしているので、話は進むが新しいことが出てこな

いような気がします。何かテコ入れするとかプロジェクト

チームにもっと一般の人を入れて活性化させるとか、仕組

みを変えないと、今あるメンバーでは各々の考えや立場に

なってしまうので、すごく難しいような気がします。 

教育長 子どもたちがスポーツ文化に親しむ、そういう機会や経

験は当然作っていかなければならない。それをこれまで学

校が全てやってきました。 

今、本町として考えるのは、既存の組織をいかに有効に

活用していくかという中で、中学校の子たちが休日に部活

動が展開でき、その後も少しずつ提供していこうというこ

とです。 

委員 例えば、年間の予算を組むための稟議を上げるとか。 

教育長 今の中学生の子たちにとっても、今の高学年の子たちに

とっても待った無しの訳です。ですから、当然同時並行で

予算化のことは考えていかなければいけないけれども、町

の地域財産を活用して、子どもたちの空白期間を少しでも

作らないように来年から試行していきましょうということ

です。着任後、この半年間の中で、ロードマップも作りなが

ら、少しずつ前に進めようと考えています。 

一町一中の学校ですので、常に学校の校長先生と連携を

取りながら子どもたちの意見を聞きながら進めていきたい

と思っております。 

委員 ロードマップは大事です。今すぐできる、予算がなくで

きる。これは大事で、それに関して視察も大事です。ただ、

予算は難しいで終わってしまうと何もできないです。 

教育長 もちろんおっしゃることはよくわかります。総合教育会



第２号様式（第３関係） 

１０ 

 

議というのがありまして、町長部局を巻き込んで、いわゆ

る部活指導員などに予算をつけていただいて、できる範囲

のことは行っております。 

委員 豊山町で考えたときに、やはり予算があった方がいい。

ただ、すぐに予算はつかないから、まずロードマップを作

って、これをやる。でも予算がなかったら何もできないで

す。 

教育長 今の子どもたちが取り残されないように、まずスタート

していくこと、そして既存の組織を活用して、そこに、例え

ば先生たちもやりたい人がいるのであれば、兼職兼業の制

度をきちっと作って、予算化していく。 

高いレベルは難しいかもしれません。例えば野球で言う

と、甲子園レベルの指導を求められるのであれば、それは

受益者負担で、例えばクラブチームに入ることもあり得る

と思うのですが、活動する場所がないためやれない、とい

うような環境が極力少なくなるよう、そういうこの６年間

にしていきましょうということが、今回のご提案になりま

す。 

委員 だからそこの核になるところが話し合いできなければ、

今後ずっと無償でお願いするというスタンスになってしま

う。活用しながら、ほぼ無償でやるということになれば、そ

れはもう未来がない。 

事務局長 町としてもわくわくくらぶ、スポ少にも補助金を出して

いますし、そういった意味で今後必要なものは予算化して

いきたいと思っています。 

教育長 当然、バージョンアップしていくためには、より予算の

確保が必要かもしれません。 

委員 部活動がなくなるということにすごく危機感を持ってい

るお母さんたちがたくさんいます。私の子どもたちも部活

によって支えられてきた部分はあるので、なくなるのはつ

らいなと思うのですが、部活に対する親のイメージという

のが、大会で一生懸命勝つことを目標として、それで何か

を得られるというふうに思っている方もいらっしゃるし、

一方、行ってくれればいいと居場所のように思っている親

御さんもいるということです。 

子どもたちにスポーツだとか文化に触れ合う機会として
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そこを残していくということであるならば、そのように親

御さんたちに説明をしていく。しっかりと結果を出してい

きたいとか、そうやって力をつけていきたいと、そういう

経験を積ませたいという方は、プロの方に行くとか。今の

イメージだと、部活は大会に出させてもらって切磋琢磨し

てみんなで力を合わせてやって、そういう機会を得られる

場所だというふうに、私も今の今まで思っていたので、そ

ういうイメージで部活に入れなくなると、その機会はじゃ

あどうなるのと思います。 

地域展開して平日は先生に見てもらえるけど、土日は違

う人でとなると、大会はどうなるのだろう、今後はどうな

っていくのだろう。そういう本当に素朴な疑問があります。

この部活に関する話題はよく出るので、部活の今までのイ

メージと今後のイメージというのは、こういうふうに大き

く変わっていきますよ、町としてはこういう方針でいきま

すよという方向性がしっかり見えると親としては安心しま

す。 

委員 先ほどの読書計画のときに、短い文で説明はあるかもし

れないですが、「本を読んで出会おう」みたいな基本理念で

よくわかりましたので、新しく地域展開していくにあたっ

て、基本理念を掲げられると、存在意味というか、受け取り

側がわかりやすいのかもしれないです。 

教育長  もともと部活動というのは、学習指導要領上、学校教育

の一環と位置づけているとはいえ、自主・自発的な活動な

ものであり、部活を通して人を育てるという理念は、間違

いなくあると思います。あと、そこの温度差というのは、統

一感を図ることはなかなか難しい。 

委員 強く目指す子に合わせるよりは、そうではない方に基本

理念を合わせていったほうが、入ってみてなんかきついと

いうよりは、こんなに楽しく、こういうふうな場所だと。強

い意識ではない子の方に寄せてあげると、今風な形のもの

も伝わるかもしれないですね。 

教育長 生徒の声を尊重していけば、やはり中学校の部活動をで

きるだけ継続してやっていってもらいたいと思います。で

も限界もあるわけです。文学部と文化創作部は、この後ど

うやってわくわくくらぶとかスポ少につなげるのかが難し
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そうです。 

委員 本格的なものは、わくわくくらぶに流れていった方が、

わくわくくらぶは人の募集をかけてらっしゃるので、そこ

はバランスを取りたいのではないですか。 

教育長 わくわくくらぶには中学校にもないものがいっぱいあり

ます。そういうことでまた広がっていく。豊山町の文化に

親しむ機会、スポーツに親しむ機会も増えていけば、単純

に今までの発想で野球、サッカー、バスケットボール、大会

ありきというところから多様な体験に触れる機会も必要で

す。  

でも一定程度のレベルを求めるのであれば、現状、一律

にこうだということは難しい。元々の理念としてはそうい

うことなのです。 

委員 土日の活動がなくなることはもう、しょうがないですよ

ね。しょうがないのでそれをどうしたらいいかということ

を考えるのがこの会だと思います。 

我々はボランティアでやっていますので、別にお金が欲

しくてやっているわけじゃない。それはいいのですが、場

所についてはお願いしたいです。場所取りでかなり苦労し

ています。部活動並の活動を我々もしたいと思っているの

で、その辺はよろしくお願いしたいです。 

わくわくくらぶもどんどんこういう部活動系の枠を広げ

ていってもらっているので、それを活用できるか、無償で

みんなやってくれるのかわかりませんが、その辺よく協議

を進めていただいてこの審議会でも報告していただけると

ありがたいと思います。 

委員 中学校を借りるというのはできないのですか。 

委員 中学校が使わないという日は使えるので、空いていれば

借りられます。 

委員 月４回以上活動してくれと言うのであれば、４回以上は

グランドの予約を取ってほしいという思いがあります。 

委員 例えば学校使用にしておくと抽選をするときに、一般の

人たちは取れない状況じゃないですか。知らない人からす

ると、何で優先的になっているの、というところもあるの

で、その辺をどうしていくのか。 

この地域展開に対して、活動していただけるスポ少、わ
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くわくくらぶといった団体を優先的にするという考え方で

いくのか、それとも他の団体さんと同等に、平等にやって

いくべきだというふうに考えていくのか、そこも一つ、場

所の確保の検討材料だと思っています。 

委員 でも今のところは、例えば学校の方に施設開放の照会が

あるので、学校で押さえておいて、今回月２回原則は第１

第３土日をやらないというふうに話はしているので、使わ

ないところを開ける形で、進めていけるといいと思ってい

ます。 

委員 優先してもらえるとありがたいです。 

委員 学校の部活ではなくて地域展開したものだから、例えば

学校で活動して怪我をしたときに保健室は使えませんとい

う話になったりする。担当の方ですから当然、懸念材料と

して出てくる。立場がある以上、それは当然だと思います。

これは持ちつ持たれつで誰か仕切ってくれるような部署、

課があると素晴らしいなと思います。 

委員 ＡＥＤはどこにあるのですか。 

委員 体育館と校舎内の２か所にあります。 

委員 例えば野球スポ少は志水小学校で活動しているのです

が、体育館の鍵をもらっているので、非常時は鍵を開けて

ＡＥＤを使ってくださいということになっています。昔、

ドクターヘリで運ばれた子がいたので。 

委員 体育館棟を借りている人たちは体育館のフロアに入る手

前のところにＡＥＤがあるのでそれを使ってもらうことに

なるのですが、グランドだと校舎の鍵がないので、窓を割

ってＡＥＤを取り出して、使ってもらうという形を師勝で

はやっていました。その辺はまた検討させていただきます。

ただ、校舎内に一般の方が入るというのは、学校側として

は抵抗があるというのは、知っていていただけるとありが

たいです。 

会長 まずこの部活動を土日の休日は地域に展開をしていくと

いうのは、これは教育界にとってはもう大きな大改革なの

です。そう簡単にはきちっとした形のものが出来上がって

いかない。課題を見つめつつ、スケジュールを組んでいく

ということになります。 

国の示した、国が描いた形ですので、国のスピード感と、
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豊山町独自のスピードが変わっていいと思っているので、

展開できるようだったら、スピード感を上げてもいいのか

なということはあります。 

それから部活動と地域展開、これ別物と考えるのか、ど

うなのかという、その方針をきちっと出しておかないと困

ったことになります。 

安全保険の問題もあります。今までは学校で保険に入っ

ていたのに、土日の子どもたちの保険はどうするんだとい

うような問題も出てきます。 

文部科学省の１２月２５日付けのガイドラインには、や

はり学校と地域展開と部活動の連携をきちんとしていない

と困ることになるということが書かれています。部活動の

指導者、それを引き継いだ指導者の指導の仕方が違うだと

か、いろんなことがあるので、話し合いをやっておかない

と、子どもたちのより良いものにはなっていかないと思っ

ています。 

それから次回プロジェクトチームが強化されていくとい

うことなので、具体的なことを想定して、想像力を働かせ

て、プロジェクトチームを動かしていかないと、これはど

うなっているのだということが後からどんどん出てきて

は、時間が足りません。プロジェクトチームでいろいろ整

理をされてここに提案をされた方が、より審議もしやすい

のではないかと思っていますので、そういう形で進めて欲

しいと思っています。 

委員 課外活動とか部活動は、先生が評価して内申に書いたり

していたと思うのですけども、そういうのは平日の部活動

で様子を見るという話になるのですか。 

会長 高校の先生に聞いたことがありますが、高校側としては

活躍したものを書いてもらえればいいということもありま

す。部活動のいわゆる中小体連でやっている大会、それ以

外にもクラブチームになってくると、いろんな大会が出て

くる。 

委員 活動実績、そういうものを見るということですかね。 

会長 部活動の面で言えば、そういうものを中学校は蓄積して

おかないと、地域だからと、その成績を知らないようでは

いけないことになってくるのかもしれません。 
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これはどういう方針が出てくるかによって違うと思いま

すが。 

委員 別に大会で優勝するとか賞を取るとかだけではなくて、

楽しむ、本人がやりたいからやるという部活動の取り組み

方も当然あるわけですよね。例えば部活動の人間関係でう

まく相談役みたいなことをしていたとか、スポーツの成績

としては十分なものではないかもしれないけれども皆勤賞

だったとか、先生たちは部活動を通してそういう子どもた

ちの活動を見ていたと思うのですが、そういう部分の評価

が変わってくるのかなという関心があります。 

ただ小学生、中学生の教育というのは子どもが好きでや

っているのでしょう、子どものためにやりなさいっていう

ような、見えない圧力みたいなものがあったと思いますの

で、しっかりと仕事とそうでないところに分けて、どこま

でが業務であるかとか、教員の働き方改革というところは

きちんと見据えた上でこれを改めて見ていかなきゃいけな

いと思っています。 

会長 学習指導要領がこれで変わってくる。変わったときに部

活動がどういう位置づけになってくるかですね。部活動と

いう表記が残るというのはちらっと聞いてはいるのです

が、学習指導要領にまた準じた形での評価という形になっ

てくるので、どうなるかはわからないですけど、部活動と

いう表記は残るというようなふうに聞いたような気がしま

す。 

教育長 私もそうやって捉えています。 

やはり引率の問題が、大会が当然まだありますよね。大

会がなくなるわけじゃないものですから、そうなったとき

に大会となると教員の出張の問題も出てきたりする。これ

は全く不透明ですが。 

会長 長時間にわたり皆さんいろいろご意見をいただきまして

ありがとうございます。 

今日提案されたものは、承認されたという形でよろしく

お願いします。 

ありがとうございました。 

事務局長 会長、議事の進行ありがとうございました。本日は長時

間にわたり、ご審議いただきまして、誠にありがとうござ
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いました。 

これをもちまして、令和７年度第２回豊山町生涯学習推

進審議会を終了させていただきます。 

 


